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一

翻
刻
・
手
錢
記
念
館
所
蔵
俳
諧
伝
書
（
五
）

　
　

―
手
錢
記
念
館
所
蔵
俳
諧
資
料
（
一
〇
）
―

　
　
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
伊
藤 

善
隆
ａ

ａ
湘
北
短
期
大
学
非
常
勤
講
師

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】

俳
諧　

伝
書　
『
深
秘
十
八
体
』　

手
錢
有
秀　
「
諸
国
誹
人
名
寄
」　

　
　
　

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
島
根
県
出
雲
市
大
社
町
の
手
錢
記
念
館
に
所
蔵
さ
れ
る
俳
諧
資

料
の
中
か
ら
、『
深
秘
十
八
体
』（
写
本
一
冊
）
と
「
諸
国
誹
人
名
寄
」
を
翻

刻
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

〈
凡
例
〉

　

翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
句
読
点
を
補
い
、
改
行
を
適
宜
改
め
た
。
ま
た
、

片
仮
名
は
平
仮
名
に
、
異
体
字
は
概
ね
通
行
の
字
体
に
適
宜
あ
ら
た
め
た
が
、

小
字
で
添
え
ら
れ
た
助
詞
の
片
仮
名
な
ど
、
原
本
の
表
記
を
残
し
た
部
分
も

あ
る
。「
よ
り
」
の
合
字
は
「
よ
り
」
と
翻
刻
し
た
。
濁
点
は
原
本
の
マ
マ
と

し
た
。

　

原
本
の
各
丁
片
面
の
終
わ
り
に
当
た
る
と
こ
ろ
に　
」
を
つ
け
、（　
）
内

に
そ
の
丁
数
お
よ
び
表
・
裏
（
オ
・
ウ
）
を
示
し
た
。

　
誤
記
と
思
わ
れ
る
箇
所
も
原
文
ど
お
り
に
翻
刻
し
、
適
宜
そ
の
傍
に
「（
マ

マ
）」
を
付
し
た
。
難
読
の
箇
所
は
□
で
示
し
た
。
虫
損
に
よ
り
判
読
が
困
難

な
箇
所
に
は
、
そ
の
傍
に
「（
虫
損
）」
と
付
し
た
。

　

頭
注
が
あ
る
項
目
は
、
ま
ず
本
文
を
、
続
け
て
頭
注
を
翻
刻
し
た
。
頭
注

部
分
の
翻
刻
は
「（
※
頭
注
）」
と
冒
頭
に
注
記
を
加
え
た
。
頭
注
部
分
の
丁

移
り
は
、
本
文
と
は
別
に
付
し
た
。

　
参
考
の
た
め
、
原
本
の
図
版
を
最
後
に
示
し
た
。

　
　
　

一
、『
深
秘
十
八
体
』

〈
解
題
〉

　

本
書
に
は
、
序
文
や
奥
書
が
な
く
、
成
立
や
書
写
者
、
書
写
年
次
な
ど
は

不
明
で
あ
る
。
ま
た
、「
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
国
文
学

研
究
資
料
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
に
も
収
録
さ
れ
て
い
な
い
（
平
成
30
年
１
月

現
在
）。
た
だ
し
、
伝
書
に
は
、
同
内
容
の
も
の
が
異
な
る
書
名
で
伝
わ
る
場

合
も
多
い
の
で
、
別
の
伝
本
の
発
見
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　

な
お
、
内
容
に
注
目
す
れ
ば
、
本
書
十
五
丁
裏
に
「
嗅
洞
」
と
い
う
俳
人

の
句
を
引
用
し
て
、「
か
く
ほ
ら
、
半
時
門
人
、
天
明
の
比
の
人
」
と
記
し
て

い
る
の
で
、
本
書
の
成
立
は
寛
政
期
以
降
で
あ
る
と
、
い
ち
お
う
は
推
測
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

内
容
は
、
前
半
が
「
切
字
」
に
つ
い
て
十
八
箇
条
の
秘
説
を
述
べ
た
も
の
。

後
半
が
「
哉
に
五
品
有
事
」
以
下
、十
三
箇
条
に
つ
い
て
説
い
た
も
の
で
あ
る
。

前
半
部
分
に
は
、「
有
也
無
や
に
曰
」
と
、『
有
也
無
也
関
』
の
書
名
が
散
見

さ
れ
る
。
そ
こ
で
本
書
と
『
有
也
無
也
関
』
と
比
較
す
る
と
、
同
書
の
「
十
八

躰
引
手
尓
葉
」
で
と
り
あ
げ
ら
れ
る
「
切
」
と
本
書
で
取
り
上
げ
る
十
八
条

の
「
切
」
全
て
が
一
致
し
、例
句
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
句
も
概
ね
一
致
す
る
（
本

書
で
一
句
の
み
の
例
句
を
挙
げ
る
場
合
は
そ
の
全
て
が
、
複
数
の
例
句
を
挙

げ
る
場
合
は
そ
の
内
の
一
句
が
、『
俳
諧
有
也
無
也
関
』
の
例
句
と
同
じ
で
あ

る
）。
た
だ
し
、本
文
そ
の
も
の
は
、「
を
た
巻
に
て
は
」「
伝
曰
」「
格
法
曰
」「
盛
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二

曰
」
な
ど
と
諸
説
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
頭
注
に
も
「
再
按
」「
再
々
按
」
な

ど
と
し
て
記
述
が
あ
る
な
ど
、
か
な
り
異
な
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
『
有
也
無
也
関
』
は
芭
蕉
の
秘
伝
に
仮
託
し
た
蕉
風
俳
論
で
、
い
わ
ゆ
る
偽

書
で
あ
る
。
し
か
し
、
写
本
も
多
く
、
明
和
元
年
以
降
た
び
た
び
刊
行
さ
れ

て
も
い
る
。
手
錢
記
念
館
に
も
、「
延
享
四
年
八
月
十
八
日　

手
錢
冠
李
」
の

奥
書
を
持
つ
『
俳諧

有
也
無
也
関
』（
大
本
一
冊
、扉
題
は
「
蕉
門
俳
諧

有
也
無
也
関
」）と
、

『
有
や
無
や
の
関
』（
大
本
欠
一
冊
、「
巻
の
上
」
存
、
年
記
ナ
シ
）
が
所
蔵
さ

れ
て
い
る
。
両
書
と
も
に
、
朱
筆
で
講
説
が
書
き
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の

学
習
の
様
相
を
知
る
事
が
で
き
る
（
書
き
入
れ
の
内
容
は
、
両
書
で
ほ
ぼ
同

じ
で
あ
る
）。
本
書
は
、『
有
也
無
也
関
』
の
受
容
や
、「
切
字
」
に
関
す
る
俳

論
の
展
開
を
探
る
た
め
に
重
要
な
資
料
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

 〈
書
誌
〉

『
深
秘
十
八
体
』

　
　

書
型
…
…
写
本
一
冊
。
大
本
。
袋
綴
じ
。
楮
紙
。

　
　

表
紙
…
…
焦
茶
色
原
表
紙
。
縦
二
五
．
一
㎝
×
横
一
七
．
三
㎝
。

　
　

題
簽
…
… 

左
肩
無
辺
原
題
簽
。
紅
色
刷
毛
目
布
目
料
紙
に「
深
秘
十
八
体
」

と
墨
書
。

　
　

内
題
…
…
「
十
八
体
切
字
伝
」。

　
　

写
式
…
…
無
辺
無
界
。
毎
半
葉
十
一
行
内
外
。

　
　

字
高
…
…
一
五
．
八
㎝
（
本
文
四
行
目
「
此
句
〜
体
な
り
」
を
計
測
）。

　
　

丁
付
…
… 

柱
に
「
二
」
〜
「
十
五
」
と
墨
書
。
但
し
、
第
一
丁
の
柱
に

は
虫
損
が
あ
る
た
め
丁
付
の
存
否
は
不
明
。
ま
た
、
十
六
丁
・

十
七
丁
に
は
丁
付
ナ
シ
。

　
　

丁
数
…
… 

全
一
七
丁
（
墨
付
一
七
丁
）。

　
　

備
考
…
… 

傍
線
や
「
○
」、「 「 

」
な
ど
の
記
号
、
見
消
チ
と
訂
正
、
ル
ビ
、

頭
注
、
ま
た
一
部
の
傍
注
は
朱
筆
で
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、

一
部
に
貼
紙
で
本
文
を
訂
正
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
た
だ

し
、
本
翻
刻
で
は
煩
瑣
に
な
る
こ
と
を
避
け
、
い
ち
い
ち
注

記
を
し
な
か
っ
た
。

〈
翻
刻
〉

　
　

深
秘
十
八
体 

｣

（
表
紙
・

題
簽

）

 
｣

（
表
紙
・

見
返
し

）

十
八
体
切
字
伝

　

〇
挨
拶
切

　
　
　
　
　

い
さ
さ
ら
は
雪
見
に
こ
ろ
ふ
所
ま
て

　
　
　

 

此
句
、
人
を
見
送
り
て
別
る
ゝ
時
の
体
な
り
。
い
さ
ゝ
ら
は
□
、
見

送
る
人
よ
り
行
人
へ
挨
さ
つ
也
。
爰
に
て
自
他
わ
か
る
所
切
な
り
。

挨
拶
す
る
人
は
、
句
面
に
顕
は
れ
、
行
人
は
心
に
あ
る
也
。
上
五
文
字
に
て
自

他
別
也
。

　
　
　

 

を
た
巻
に
て
は
い
さ
の
二
文
字
を
切
と
す
る
な
り
。
い
さ
ゝ
せ
た
ま

へ
な
と
言
時
は
、
い
か

（
虫
損
）に
も

（
虫
損
） ｣

（
一オ

）
い
さ
の
二
文
字
ニ
而
自
他
分
明

　
　
　

也
。

　

〇
中
の
切　

美
濃
に
て
は
自
他
切
と
言
。

　
　
　
　
　

猫
の
恋
止
と
き
○
閨
の
お
ほ
ろ
月

　
　
　

 

有
也
無
や
ニ
曰
、
猫
の
恋
心
は
寒
の
明
な
り
。
朧
月
は
立
春
後
に
し
て
、

寒
と
春
と
の
境
。
七
文
字
の
中
に
て
心
言
葉
と
も
に
別
る
。
是
を
中

の
切
れ
と
言
。

　
　
　

 

盛
曰
、
猫
の
恋
は
春
気
也
。
恋
や
む
時
、
寒
の
明
な
り
と
は
不
審
。

按
ニ
、
花
さ
く
ら
と
言
ふ
語
を
桜
か
な
と
置
、
咲
終
る
の
語
を
咲
み
た

る｣

（
一ウ

）
の
格
に
て
、
恋
止
も
こ
ひ
そ初

そ
む
と
の
事
歟
。
又
は
暮
春
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三

の
句
歟
。
暮
春
の
句
な
ら
は
、
吟
し
終
に
晴
る
ゝ
と
語
を
付
て
聞
へ

き
や
。
何
れ
に
し
て
も
時
の
字
に
て
切
る
ゝ
也

　
　
　
　
　

や
す
〳
〵
と
出
て
〇
い
さ
よ
ふ
月
の
雲

　

〇
自
他
切

　
　
　
　
　

人
に
家
を
か
は
せ
て
わ
れ
は
年
忘
れ

　
　
　

子
細
な
し
。
人
に
、
我
は
、
と
言
所
自
他
な
り
。

　

〇
無
名
切

　
　
　
　
　

咲
み
た
す
桃
の
中
よ
り
初
さ
く
ら 
｣

（
二オ

）

　
　
　

 

有
や
無
や
に
曰
、
無
名
は
一
句
の
立
所
な
く
、
何
を
切
字
と

（
虫
損
）も
用
ら

れ
す
し
て
、
唯
音
に
切
あ
る
を
無
名
と
言
。
其
心
は
、
咲
み
た
つ

（
マ
マ
）も

咲
終
る
な
る
へ
し
。
咲
終
る
と
上
に
置
て
、
座
に
さ
く
ら
と
綴
ら
は
、

理
に
落
、
誹
道
に
う
す
し
。
さ
る
を
、
み
た
す
と
心
を
隠
し
て
無
名

と
な
れ
り
。

　
　
　

伝
曰
、
無
名
は
心
は
き
れ
て
言
葉
続
也
。

　

〇
玄
妙
切

　
　
　
　
　

春
も
や
ゝ
景
色
調
ふ
月
と
む
め 

｣
（
二ウ

）

　
　
　

有
也
無
や
曰
、
玄
は
ヲ
ク
ラ
キ
也
。
妙
に
し
て
心
言
葉
も
及
は
す
。

　
　
　

 

格
法
曰
、
三
段
切
の
様
な
る
切
に
て
、
其
時
の
景
物
数
々
言
て
、
幽

に
遠
き
也
。

　
　
　

 

盛
曰
、
此
句
梅
の
句
に
も
あ
ら
す
。
月
の
句
ニ

も
あ
ら
す
。
只
、
寒
去

り
て
、
麗
和
に
成
た
る
句
也
。
月
と
む
め
は
春
光
の
形
を
見
せ
た
る

計
也
。
何
を
切
と
す
る
所
も
な
く
、
い
つ
れ
を
題
、
い
つ
れ
を
曲
、

何
れ
を
流
と
も
わ
か
ら
す
。
去
な
か
ら
、
平
句
ニ

あ
ら
す
。
慥
ニ

発
句

な
り
。

　
　
　

 

按
ニ
、
切
字
も
、
題
、
曲
、
流
も
、
一
句
の
中
へ
籠
め
、｣

（
三オ

）
ホ
句

の
躰
備
る
。
是
、
ヲ

（
虫
損
）ク

ラ
ク
タ
ヱ
ナ
リ
の
義
理
に
叶
ふ
へ
し

　
　
　

 

又
梅
花
仏

曰
、や
ゝ
と
言
心
と
調
ふ
と
言
へ
る
言
葉
、と
に
切
籠
る
也
。
可
味
。

　
　
　

 

或
人
曰
、
此
句
は
唫
し
終
て
と
の
字
を
付
る
。
隅
の
手
尓
葉
也
と
言
。

　
　

二
書
ニ
曰

　
　
　
　
　

月
ほ
そ
し過

桂
や現

し
け
り
か
く
す
ら

未ん

　
　
　
　
　

名
そ
高
き
月
や
か
つ
ら
を
折
つ
ら
ん 

　
　
　

 

右
、
し
そ
や
の
分
別
と
言
、
是
也
。
は
ね
申
内｣

（
三ウ

）
に
切
字
三
ッ
有
。

現
在
の
し
、
や
の
字
、
覧
留
り
、
以
上
三
ッ
有
。
ま
た
、
そ
の
字
入

て
も
、
や
と
切
、
は
ね
て
も
玄
妙
の
ホ
句
也
。
是
に
よ
り
て
、
し
、
そ
、

や
、
の
手
尓
葉
と
は
申
な
り
。

　
　
　
　
　

昨
日
よ過

り
山
の
端
遠
く過

霞
ら
ん未

　
　
　

此
句
も
玄
妙
な
り
。

　
　

格
法
伝
曰
、

　
　
　

 

し
そ
や
の
分
別
と
言
、
是
也
。
そ
か
や
か
句
の
中
に
入
れ
す
し
て
は

は
ね
ら
れ
す
。
し
や
ら
ん
、そ
や
ら
ん
、如
斯
誹
林
良
材
に
も
書
た
り
。

證
□

（
虫
損
）に
取
か
く
し
、｣

（
四オ

）
右
玄
妙
の
両
伝
何
れ
を
是
と
し
、
何
レ

を

非
と
せ
ん
や
。

（
※
頭
注
）

再
按
、
や
ゝ
と
言
ふ
語
、
良
久
敷
、
良
し
は
ら
く
な
と
続
け
は
、
春
も
良
有

て
と
言
事
歟
。
左
す
れ
は
ス
ミ
ノ
て
に
は
也
。
唐
崎
の
松
抱
へ
字
の
句
を
、

有
や
無
や
ニ
も
格
法
ニ
モ
大
廻
し
と
有
。
春
も
や
ゝ
の
句
、
心
切
な
る
を
玄
妙
切

と
言
も
、
右
様
の
類
歟
。 

｣

（
三オ

）

再
々
按
、
此
や
ゝ
、
良
に
あ
ら
す
。
漸
也
。
句
意
は
、
月
は
お
ほ
ろ
ニ

な
り
、

梅
も
匂
ひ
出
て
、
や
う
〳
〵
春
の
気
色
調
ふ
た
り
と
の
句
也
。

梅
花
仏
注
す
る
こ
と
く
、
漸
調
ふ
と
言
所
に
文
字
余
る
。
是
切
也
。
句
の
仕

〻
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四

立
の
名
目
は
、
玄
妙
と
言
切
は
心
切
歟
。
玄
妙
切
は
、
し
、
そ
、
や
、
定
法

と
す
へ
し
。 

｣

（
三ウ

）

三
段
切
の
や（

虫

損

）

う
な
る
切
に
て
、其
時
の
景
物
、数
々
言
。
是
を
考
れ
は
、し
、そ
、

や
、
の
伝
、
可
な
る
歟
。
し
、
そ
、
や
、
は
連
歌
の
伝
也
。 

｣

（
四オ

）

　

〇
二
字
切

　
　
　
　
　

秋
冷
し現

手
毎
に
む
け
や未

瓜
茄
子

　
　
　

 

別
に
子
細
な
し
。
二
用
を
立
ル

な
り
。
切
字
は
現
在
未
来
也
。
二
ヶ
所

切
っ
て
句
す
み
や
か
な
り
。
扨
こ
そ
二
字
切
と
言
。

　

〇
三
字
切

　
　
　
　
　

子
供
等
よ過

昼
顔
さ
き
ぬ現

瓜
む
か
ん未 

｣

（
四ウ

）

　
　
　

二
字
切
と
同
し
。
三
字
に
三
別
の
用
を
立
ル
。
切
字
は
三
世
な
り
。

　

〇
二
段
切

　
　
　
　
　

桜
か
な
小
町
か
あ
ね
の
名
は
し
ら
す

　
　
　

 

此
句
は
花
さ
く
ら
と
言
句
也
。
前
に
子
細
な
し
。
一
句
に
二
体
を
顕

は
す
也
。

　
　
　
　
　

夕
に
も
朝
に
も
つ
か
す
瓜
の
花

　
　
　
　
　

唐
鮭
も
空
也
の
や
せ
も
寒
の
中

　

〇
三
段
切

　
　
　
　
　

目
に
青
葉
山
ほ
と
ゝ
き
す
初
鰹 

｣

（
五オ

）

　
　
　

三
体
を
顕
は
し
、
三
用

（
虫
損
）を

立
ル
。
三
体
は
、
青
葉
、
時
鳥
、
初
鰹
。
三

用
は
、
目
、
耳
、
口
、
也
。

　
　
　

二
書
曰
、
三
段
切
は
物
を
三
つ
分
つ
事
に
て
、
別
ニ
子
細
な
し

　

〇
尓
廻
切

　
　
　
　
　

桐
の
木
に
鶉
な
く
な
る
屏
のキ

ケ
ハ内

　
　
　
　
　

柚
の
花
に
む
か
し
を
忍
ふ
料
理
のミ

レ
ハ間

　
　
　

 

尓
ま
は
し
は
、
唫
終
て
、
跡
へ
、
見
れ
は
、
聞
け
は
、
と
言
葉
を
付

て
ま
は
る
也
。
此
句
は
座

（
虫
損
）の
五
よ
り
唫
し
始
メ
、
中
七
文
字
に
お
は
る
。

｣

（
五ウ

）
屏
の
内
キ
ケ
ハ
桐
の
木
に
う
つ
ら
な
く
、
料
理
の
間
ミ
レ
ハ

柚
の
花
に
昔
を
忍
ふ
、
と
ま
は
る
也
。

　
　
　

伊
勢
物
語

　
　
　
　
　

夜
か
明
け
は
き
つ
に
は
め
な
て
く
た
か
け
の

　
　
　
　
　
　
　

ま
た
き
に
鳴
て
せ
な
を
や
り
つ
る

　
　
　

此
歌
は
く
た
か
け
の
よ
り
よ
み
は
し
む
る
歌
也
。
此
う
た
の
躰
な
り
。

（
※
頭
注
）

桐
の
木
、
此
句
は
鶉
を
鳳
凰
に
た
と
へ
て
ほ
め
た
る
句
也
。
仍
而
松
の
木
と

も
杉
の
木
と
も
な
ら
す
。
桐
の
木
に
限
る
也
。

桐
の
葉
に
待
出
ん
鳥
や
雁
の
声　

宗
祇

柚
の（

虫
損
）
花
、｣

（
五ウ

）
盧
橘
の
匂
ひ
ニ

昔
を
思
ひ
出
す
縁
を
と
り
、
柚
の
花
の
五
文

字
ニ

落
柿
舎
の
懐
旧
を
言
た
る
也
。
仍
而
大
根
共
紫
蘇
の
穂
と
も
な
ら
す
、
柚

の
花
に
限
也
。

五
月
ま
つ
盧
橘
の
香
を
か
け
は
む
か
し
の
人
の
袖
の
香
そ
す
る 

｣

（
六オ

）

　

〇
を
ま
は
し
切

　
　
　
　
　

青
く
て○

も
あ
る
へ
き
も
の
を
唐
辛
子 

｣

（
六オ

）

　
　
　

 
二
書
曰
、
青
く
て
サ
ヱ
モ
と
言
葉
を
入
て
ま
は
る
也
。
格
法
曰
、

七
五
の
間
へ
、
イ
ハ
ン
ヤ
と
言
葉
を
入
る
と
あ
り
。

　

〇
大
廻
切　

大
廻
は
韻
通
に
し
立
る
と
言
人
有
、
非
也
。
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五

　
　
　
　
　

行
春一

を
近
江二

の
人
と
お
し
み三

け
る

　
　
　
　
　

あ
な
と
う
と
春
日
の
み
か
く
玉
津
嶋

　
　
　

 

此
切
は
、
中
七
文
字
に
か
ま
は
す
、
上
五
文
字
よ
り
座
の
五
文
字
へ

ま
は
る
也
。
近
江
の
人
と
行
春
を
お
し
む
、
春
日
の
み
か
く
あ
な
と

う
と
玉
津
嶋
、
と
ま
は
る
。 

｣

（
六ウ

）

　
　
　

唐
崎
の
ま
つ
、
大
ま
は
し
と
言
説
有
、
非
也
。

　

〇
下
知
切

　
　
　
　
　

む
か
し
き
け
秩
父
殿
さ
へ
す
ま
ひ
と
り

　
　
　

注
に
及
は
す
。
定
り
た
る
切
也
。

　

〇
心
切

　
　
　
　
　

秋
か
せ
に
折
れ
て
か
な
し
き
桑
の
枝

　
　
　

 

是
は
、
か
な
し
や
、
と
言
句
也
。
や
の
字
を
き
に
か
ゆ
る
事
、
口
伝
。
此

口
伝
と
言
は
、
か
な
し
き
と
置
け
は
、
跡
へ
哉
と
字
を
付
て
聞
へ

（
虫
損
）、｣

（
七オ

）

か
な
し
や
と
言
へ
は
、感
る
心
浅
く
、ア
ヽ
か
な
し
き
か
な
と
言
へ
は
、

深
く
聞
ゆ
る
也
。
是
、
隅
の
手
尓
葉
也
。
す
み
の
て
に
は
を
心
の
切

と
言
。

　

〇
句
続
切

　
　
　
　
　

わ
す
れ
す
は
佐
世
の
中
山
「
に
て
凉
め

　
　
　
　
　

海
く
れ
て
鴨
の
こ
ゑ
ほ
の
「
か
に
白
し

　
　
　

 

句
続
は
、
中
七
文
字
の
余
り
字
を
、
座
の
五
へ
持
送
る
也
。
上
五
の

余
り
を
、
中
七
文
字
へ
送
る
も
同
し
。
す
ゝ
め
、
下
知
。
白
し
、
現

在
の
し
な
り
。
切
字
に
子
細

（
虫
損
）な
し
。
句
続
と
は
仕
立
之
名｣

（
七ウ

）
目

な
り
。
畳
語
と
言
格
也
。

　

〇
押
字

　
　
　
　
　

何
の
木
の
花
と
も
し
ら
す
匂
ひ
「
か
な

　
　
　

 

此
哉
、し
つ
み
て
と
ま
ら
す
。
仍
而
、と
も
と
押
へ
て
切
る
也
。
此
句
、

丹
波
に
て
の
句
也
。
始
メ

は
し
ら
ぬ
と
し
た
ま
ひ
し
を
、
後
し
ら
す
と

直
し
給
ふ
也
。
し
ら
ぬ
と
す
れ
は
、
哉
、
自
定
ニ

成
り
て
、
押
へ
字
無

用
に
な
る
故
、
し
ら
す
と
直
し
給
ふ
な
り
。
扨
こ
そ
、
切
字
重
畳
す

る
と
言
へ
り
。

　
　
　
　
　

老
の
名
の
あ
り
と
も
し
ら
す
四
十
雀  

｣

（
八オ

）

　
　
　
　
　

松
節
を
た
か
す
と
も
よ
き
月
夜
哉

　
　
　
　
　
　
　

此
か
な
文
字
か
な
也
。

　

〇
抱
字

　
　
　
　
　

夕
顔
「
や
秋
は
い
ろ
〳
〵
の
瓢
「
か
な

　
　
　

 

此
句
は
、
夕
顔
は
、
と
言
句
也
。
は
の
字
重
る
故
、
や
の
字
を
雇
て

置
た
る
也
。
夕
顔
や
と
言
時
は
治
定
の
や
な
れ
と
も
、
や
と
ふ
た
る

字
故
、
切
に
な
ら
す
。
座
の
哉
も
、
文
字
哉
に
て
切
れ
す
。
秋
は
、

と
抱
へ
て
切
る
也

　
　
　
　
　

赤
々
と
日
は
つ
れ
な
く
も
秋
の
風 

｣

（
八ウ

）

　
　
　
　
　

唐
崎
の
松
は
花
よ
り
お
ほ
ろ
に
て

　
　
　
　
　
　
　

此
句
、
大
廻
し
と
言
説
有
、
非
。

　

〇
重
切

　
　
　
　
　

奈
良
七
重
七
堂
伽
藍
八
重
桜

　
　
　

 
重
き
り
は
、
み
よ
し
野
ゝ
芳
野
ゝ
滝
に
、
な
と
言
葉
重
る
也
。
何
れ

の
字
を
切
と
言
事
な
し
。
畳
字
と
言
格
也
。

　
　
　
　
　

昼
顔
に
ひ
る
寐
せ
ふ
も
の
床
の
山

　

右
十
八
之
切
、
秘
中
之
秘
な
り
。 

｣

（
九オ

）

五

四

六
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六

　

〇 

哉
に
五
品
有
事
、「
文
字
哉
、「
浮
哉
、「
沈
哉
、「
呼
出
哉
、「
治
定
哉
也
。

治
定
は
切
字
、
其
外
は
不
切
、
其
訳
、
左
ニ
言
。

　
　
　

 

捨
手
尓
葉
あ
る
文
字
を
哉
に
と
む
れ
は
、浮
沈
出
来
る
也
。
浮
沈
四
境
、

左
に
記
。

　
　
　

 　
　

匂ウ

クふ　

匂シ
ツ
ムひ　

舎ウ

クる　

舎シ
ツ
ムり　

別ウ

クる　

別シ
ツ
ムれ　

恨ウ

クむ　

うシ

ツ

ム

ら
み

　
　
　

 
ヶ
様
之
類
也
。
フ○

○
○

ル
ム
の
類
は
う
く
な
り
。
ヒ○

レ○
○

○

リ
ミ
、
此
る
ひ
は
、

し
つ
む
あ
り
、
又
し
つ
ま
ぬ
あ
り
。
し
つ
ま
ぬ
は
、
治
定
也
。 ｣

（
九ウ

）

　
　
　

 

口
伝
、
浮
哉
は
覧
に
通
ふ
。
ら
ん
は
、
う
た
か
ふ
心
に
よ
り
浮
と
す
。

沈
か
な
は
、
け
り
に
か
よ
ふ
。
け
り
は
、
お
と
し
つ
け
た
る
心
に
よ

り
し
つ
む
と
す
。

　
　
　

 

文
字
哉
は
、
に
て
に
通
ふ
。
是
は
、
捨
手
尓
葉
な
き
字
を
哉
に
と
め

て
う
こ
く
故
、
文
字
哉
と
言
。
秘
中
の
秘
な
り
。
證
句
。

　
　
　
　
　
　
　

沈
か
な

　
　
　
　
　

何
の
木
の
花
と
も
し
ら
す
匂
ひ
「
か
な

　
　
　
　
　
　
　

此
か
な
、
け
り
に
通
ふ
。
沈
な
り
。

　
　
　
　
　

前
髪
も
ま
た
若
草
の
匂
ひ
「
か
な

　
　
　
　
　
　
　

此
哉
、
通
ひ
字
な
し
。
治
定
也
。 

｣

（
一
〇
オ

）

　
　
　
　
　
　
　

浮
哉

　
　
　
　
　

狂
句
木
枯
の
身
は
竹
斎
に
似
た
る
「
哉

　
　
　
　
　

月
ほ
そ
し
白
魚
の
い
さ
り
も
ゆ
る
「
哉

　
　
　
　
　
　
　

文
字
か
な

　
　
　
　
　

夕
顔
や
秋
は
い
ろ
〳
〵
の
ふ
く
へ
「
哉

　
　
　
　
　

水
浅
く
根
は
深
芹
の
野
沢
「
哉

　
　
　

 

右
三
章
之
哉
は
、
上
に
押
字
、
抱
へ
字
、
亦
は
治
定
の
切
字
歟
、
語

絶
歟
、
な
く
て
は
不
留
。 

｣

（
一
〇
ウ

）

　
　
　

 

此
外
に
上
に
切
字
お
か
す
し
て
留
る
浮
哉
、
二
品
有
。
左
に
記
。

　
　
　

 

上
に
隅
の
て
に
は
歟
、
余
員
歟
、
あ
れ
は
留
る
也
。
す
み
の
て
に
は

と
言
は
、
五
七
五
の
間
へ
字
を
あ
ま
す
を
言
也
。
桑
の
枝
の
句

に
手
引
す
る
事
也
。
余
員
と
言
は
一
字
を
半
言
て
用
を
達
す
る

を
言
也
。

　

〇
余
員

　
　
　
　
　

浪
た
ゝ○

て
あ
つ
き
銫
を
け
つ
る
哉

　
　
　

浪
た
ゝ
い
て
と
言
事
を
、
た
ゝ
て
と
ち
ゝ
む
る
な
り
。 

｣

（
一
一
オ

）

　
　
　
　
　

あ
ら
れ
ち
の
あ
や
織
み
た

（
虫
損
）る○

冬
の
□

（
虫
損
）

　
　
　

み
た
る
ゝ
を
み
た
る
と
ち
ゝ
む
る
也
。

　

〇
隅
の
手
尓
葉　

二
□　

三
十　

五
十
四　

八
十
七
ニ
委
し
。

　
　
　
　
　

秋
か
せ
に
折
れ
て
か
な
し
き
桑
の
枝

　
　
　
　
　
　
　

す
み
の
て
に
は
に
て
切
字
を
消
ス
事
有
。
先
へ
出
す
。

　
　
　

 

上
に
切
る
ゝ
所
な
く
て
留
る
と
言
は
座
の
哉
う
こ
か
さ
れ
は
留
る
也
。

沈
か
な
の
所
に
手
引
さ
る
、
何
の
木
の
哉
と
前
髪
の
か
な
の
心
也
。

　

〇
暁
山
集
ニ
沈
か
な
と
て
、 

｣

（
一
一
ウ

）

　
　
　
　
　

そ
ら
か
け
る
鷹
は
む
か
ひ
の
鳥
を
「
か
な

　
　
　
　
　

名
月
に
旅
た
つ
人
は
須
磨
へ
「
か
な

　
　
　
　
　

む
く
起
に
髪
結
ふ
人
は
は
な
に
「
哉

　
　
　

 

此
三
句
、
何
れ
も
跡
へ
言
葉
つ
く
也
。
鳥
を
哉
、
取
に
行
。
須
磨
へ

か
な
、
く
た
る
。
花
に
哉
、
行
な
る
へ
し
。
沈
哉
と
言
事
、
心
得
か

た
し
。
哉
の
跡
へ
言
葉
つ
け
は
、
呼
出
し
と
共
言
に
や
、
不
知
。

　

〇 

先
師
、夜
話
に
、句
中
へ
又
の
字
入
れ
は
、切
れ
る
也
、と
言
は
れ
き
。
按
、

重
又
に
て
も
地
ま
た
に
て
も
、
も
の
二
ッ
重
る
心
也
。
さ
す
れ
は
切
に

用（
虫
損
）る
事
、
左（

虫
損
）
も｣
（
一
二
オ

）
あ
る
へ
し
。
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七

　

〇 

治
定
の
切
字
を
置
て
も
、
言
葉
続
け
は
き
れ
す
。
た
と
へ
は
、
一
よ
り

十
迄
数
字
を
双
へ
、
中
へ
切
を
入
た
る
こ
と
く
幾

（
虫
損
）ッ
切
て
も
数
は
つ
ゝ

く
也
。
切
字
は
続
か
ぬ
を
切
と
す
。

　
　
　
　
　

雪
重
「
し
と
は
か
り
ほ
ゆ
る
荷
持
哉

　
　
　
　
　

風
寒
「
し
と
て
障
子
さ
す
夕
部
か
な

　

〇
す
み
の
て
に
は
に
て
切
字
を
消
ス
事

　
　
　
　
　

袖
に
こ
そ○
ち
き
り
花
を
る
野
分
か
な

　
　

 

是
は
こ
そ
あ
れ
と
心
に
余
す
也
。十
九
の
て
に
は｣

（
一
二
ウ

）な
り
。
右
に
言
、

切
字
有
て
も
こ
と
は
つ
ゝ
け
は
き
れ
ぬ
格
也
。

　

〇
三
世
の
し

　
　

 

過
し
は
、
ヌ
ル
、
タ
ル
、
ツ
ル
に
通
ふ
て
語
絶
せ
さ
る
故
、
切
に
不
用
。

現
し
は
、
キ
、
ク
、
ウ
、
イ
ニ

通
ふ
。
し
か
れ
と
も
、
言
つ
め
る
故
、
切

ニ
用
、
未
し
は
過
し
を
に
ご
り
て
か
よ
ひ
字
な
し
。

　
　

 

美
濃
に
て
は
、
未
し
は
ズ
に
か
よ
ふ
と
て
、
馬
士
の
句
を
證
句
と
し
て

切
ニ
不
用
、
非
也
。

　
　
　
　
　

馬
士
は
し
ら
し
時
雨
の
大
井
川 

｣
（
一
三
オ

）

　
　

此
句
、
む
ま
か
た
は
し
る
ま

（
虫
損
）し
と
言
る

（
虫
損
）也
。
ズ
に
□（

虫
損
）道
理
な
し
。

　

〇
そ
と
言
て
こ
そ
に
通
ふ
格

　
　
　
　

中
将
姫

　
　
　
　
　

中
々
に
深
山
の
奥
そ
住
よ
け
れ
草
木
か
人
の
こ
と
を
言
は
ね
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　

此
そ
に
て
考
へ
し
。

　

〇
花
鳥
結
ひ
の
句

　
　

 

花
を
明
白
に
言
な
ら
は
、
鳥
は
何
鳥
と
さ
と
る
や

（
虫
損
）ふ
に
す
へ
し
。
鳥
を

顕
は
す
な
ら
は
、
花
を｣

（
一
三
ウ

）
何
花
と
さ
と

（
虫
損
）ら

す
へ
し

　
　
　
　
　

折
は
よ
く
鳥雉

子
也も
出
て
あ
る
さ
く
ら
狩

　
　
　
　
　

咳
け
は
う
くう

め
也ひ
す
に
け
て
か
ほ
り
け
り

　

〇
第
三
之
伝

　
　
　
　
　

蛼
も
ま
た
定
ま
ら
ぬ
な
く
と
こ
ろ

　　
　
　
　
　
　

韻
通
也
。
転
回
と
も
言

　
　
　
　
　

ひ
た
す
ら
に 

□（
虫
損
）

□
る
ち
か
ひ
は
丁
子
風
呂

　
　
　
　
　
　
　

五
字
一
名
也
。

　
　
　

冬
日

　
　
　
　
　

花
蕀
馬
骨
の
霜
に
咲
帰
り 

｣

（
一
四
オ

）

　
　
　

冬
日

　
　
　
　
　

樫
ひ
の
木
山
家
の
体
を
木
の
葉
降（

虫
損
）

　
　
　
　
　
　
　

此
両
句
す
み
の
て
に
は
也
、
唫
し
終

　
　
　
　
　
　
　

跡
へ
は
の
字
付
ル
。

　
　
　
　
　

分
別
の
落
る

（
虫
損
）と
こ
ろ
は
□

（
虫
損
）か
な

　
　
　
　
　
　
　

是
は
ま
て
の
心
也
。

　
　
　
　
　

我
家
と
思
は
す
そ
ら
の
庵
か
ら
ん

　
　
　
　
　

挟
箱
も
た
せ
す
声
を
賑
ふ
と
は

父
字）

父
字）

母
字

父）

母）

母）

母）
母）
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八

　
　
　
　
　

鳴
か
ら
に
く
つ
は
も
鈴
も
松
む
し
も

　
　
　

 

右
馬
骨
よ
り
六
句
と
も
に
、
一
ヶ
所
つ
ゝ
韻
通
に
仕
立
ル
也
。
秘

（
虫
損
）な
り
。

此
外
も
な
し
留
あ
り
。
翁
生
涯
二
句
に
て
其
後
止
た
ま
ふ
也
。
四
句

目｣

（
一
四
ウ

）
に
お
よ
ほ
し
か
た
き
故
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

玄
旨

　
　
　
　
　

声
か
ら
す
山
ほ
と
ゝ
き
す
日
暮
て
も○

　
　
　

 

此
句
は
、
日
暮
て
に
て
済
句
也
。
も
は
除
字
と
て
字
の
足
ら
ぬ
を
補

ふ
た
る
も
の
也
。
の
留
の
三
と
同
し
事
也
。
の
と
め
の
事
、二
書
に
有
。

　
　
　
　
　

觜
ふ
と
の
わ
や
く
に
啼
の

（
虫
損
）春
の
空

　
　
　

此
留
り
不
解
。
貞
室
の
滝
の
月
の
格
歟
。 

｣

（
一
五
オ

）

　

〇　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

其
角

　
　
　
　
　

蚊
柱
に
夢
の
う
き
橋
か
ゝ
る
な
り

　
　
　

晋
子
生
涯
此
体
を
学
は
れ
た
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
家
卿

　
　
　

 　
　

は
る
の
夜
の
夢
の
浮
橋
と
た
へ
し
て
み
ね
に
わ
か
る
ゝ
横
雲
の

そ
ら
此
歌
よ
り
出
た
る
と
な
り
。

　

〇
先
師
曰
、
ホ
句
に
「
死
「
活
あ
り
。
心
得
へ
き
事
也
。

　
　
　
　
　

も
し
葛
て
飼
は
ゝ
育
た
ん
花
の
魚　
浪
花
嗅
洞

　
　
　
　
　
　
　

か
く
ほ
ら
、
半
時
門
人
、
天
明
の
比
の
人 

｣

（
一
五
ウ

）

　
　
　

 

此
句
は
、
葛
の
外
白
魚
の
餌
に
な
る
物
な

（
虫
損
）し
と
な
り
。
左
あ
れ
は
育

た
ぬ
也
。
此
句
の
体
、
死
の
句
也
。

　
　
　
　
　

侍
に
折
ツ
て
囉
ひ
し
牡
丹
哉

　
　
　
　
　
　
　

備
柳
亭
撰
三
保
関
奉
納
秀
逸
の
内
也
。

　
　
　

 

此
句
ほ
た
ん
の
盛
な
る
を
折
て
家
つ
と
に
と
お
も
ひ
な
か
ら
、
さ
す

か
に
折
か
ね
た
る
を
、
士
の
血
気
に
ま
か
せ
折
た
る
体
也
。
偏
に

（
虫
損
）侍

の
気
丈
を
ほ
め
た
る
句
也
。

　
　
　

 

盛
判
し
て
曰
、「
若
木
の
桜
は
一
枝
を
切
ら
は
一
指
を
切
る
へ
し
と
制

し
、「
浪
花
の
梅
は｣

（
一
六
オ

）
そ
の
女
か
嗅
見
る
の
み

（
虫
損
）を
、
家
つ
と

（
虫
損
）に

せ（
虫
損
）よ
と
さ
と
す
。
此
二
條
は
花
を
お
し
み
て
也

（
虫
損
）。
花
は
手
折
ら
て
詠

る（
虫
損
）こ
そ
、
風
雅
の
道
に
も
叶
ふ
へ
し
。
尤
つ
た
し
な
と
や
う
の
深
山

□（
虫
損
）は
な
は
折
と
も
可
な
る
へ

（
虫
損
）し
。
牡
丹
は
、
一
本
に
一
輪
か
二
輪
歟

な
ら
て
は
咲
か
ぬ
花
を
、
な
さ
け
な
く
折
取
事
、
是
死
の
句
也
。

　
　
　
　
　

 

咲
し
よ
り
散
は
つ
る
迄
見
し
ほ
と
に
花
の
も
と
に
て
廿
日
へ
に

け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

此
歌
よ
り
、
ほ
た
ん
を
廿
日
艸
と
言
。

　
　
　

ヶ
様
に
言
こ
そ
、
花
を
愛
す
る
本
意
な
る
へ
し
。 

｣

（
一
六
ウ

）

　
　
　
　
　

高
砂
の
夫
婦
誰
か
せ
ん
玉
祭　
伏
見
十
人

　
　
　
　
　
　
　

十
人
は
元
禄
頃
の
人
也
。

　
　
　

 

高
砂
の
松
は
い
ま
に
栄
へ
て
あ
る
な
り
。
し
か
る
を
玉
祭
の
数
に
入

る
、
是
死
の
句
也
。

　
　
　

盛
曰
、
此
句
を

　
　
　
　
　

高
砂
の
夫
婦
誰
か
呼
生
身
玉

　
　
　

ヶ
様
に
言
な
ら
は
、
活
の
句
也
。 

｣

（
一
七
オ

）

　
　

 
｣

（
一
七
ウ

）

　

 
｣

（
裏
表
紙

見
返
し

）

　
　
　

二
、「
諸
国
誹
人
名
寄
」

〈
解
題
〉

　

手
錢
家
五
代
当
主
有
秀
（
明
和
八
年
〜
文
政
三
年
）
の
も
の
と
推
定
さ
れ

る
「
諸
国
俳
人
名
寄
」、
す
な
わ
ち
有
秀
と
交
遊
の
あ
っ
た
俳
人
の
名
簿
で
あ

父）



翻刻・手錢記念館所蔵俳諧伝書（五）

九

る
。「
文
化
八
未
霜
ふ
り
月
に
是
を
は
し
め
ぬ
」
と
冒
頭
に
記
さ
れ
る
備
忘
録

（
大
本
一
冊
、
仮
綴
じ
）
中
に
記
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
本
稿
で
は
、
当
該

部
分
の
み
を
翻
刻
す
る
）。
東
は
尾
張
名
古
屋
の
士
朗
か
ら
、京
・
大
坂
の
俳
人
、

ま
た
中
国
・
四
国
・
九
州
各
地
の
俳
人
と
交
遊
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
判
る
。

た
だ
し
、「
未
冬
」（
文
化
八
年
冬
）、「
申
夏
」（
文
化
九
年
夏
）
頃
か
ら
「
亥

九
月
」（
文
化
一
二
年
九
月
）、「
文
化
十
三
子
ノ
秋
」
頃
ま
で
、
五
年
間
程
度

の
間
の
メ
モ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
実
際
に
は
、
も
っ
と
多
く
の
俳
人
た

ち
と
交
遊
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
有
秀
の
伝
記
的
資
料
と
し

て
の
み
な
ら
ず
、
近
世
後
期
の
俳
人
の
交
遊
の
実
態
を
伝
え
る
資
料
と
し
て

貴
重
で
あ
る
。
な
お
、
翻
刻
に
あ
た
り
、
丁
付
は
当
該
部
分
の
み
の
通
し
番

号
と
し
た
（
こ
の
名
寄
を
収
録
す
る
備
忘
録
の
書
誌
情
報
も
省
略
し
た
）。

〈
翻
刻
〉

　
　

諸
国
誹
人
名
寄

尾
張

　

琵
琶
薗
士
朗　
　

井
上
専
庵

イ
ヨ

　

二
畳
庵
樗
堂　
　

申
夏
文
通　

（

マ

マ

）

角
や
栗
田
与
三
左
衛
門

豊
後

　

武
人　
　
　
　
　

一
宮
本
之
充　

未
ノ
冬
文
通

長
州
下
関

　

殿
峰　
　
　
　
　

西
細
江
町 

久
太
郎　

町
人
也　

未
冬
文
通　

申
四
月
返

事
到
来

筑
前
武
丸

　

泉
左　
　
　
　
　

大
庄
や
役
家
也　

伊
豆
善
次
郎　

申
六
月
文
通

同　

薄（
マ
マ
）
多

　

芳
杉 

｣

（
一オ

）

サ
ツ
マ
鹿
子
嶋

　

琴
州　
　
　
　
　

素（
マ
マ
）

良
周
右
衛
門　

町
人　
　
　
　
　

未
冬
文
通　

返
書

到
来

長
崎

　

鞍
風　
　
　
　
　

香
月
丹
丘　
　
　

医
也

同
州

　

天
外　
　
　
　
　

藤
田
氏　

当
時
テ
イ
ハ
ツ　

町
人
也　

未
冬
文
通　

返

事
到
来

同
州

　

祥
禾　
　
　
　
　

平
田
庄
左
衛
門　

町
人
也　

申
六
月
文
通

芸
州
広
島

　

篤
老
薗
田
禾　
　

御
徒

ハ
ン
州
加
西
郡
殿
原
村

　

寸
樹
薗
浪
一　
　

青
山
源
左
衛
門　

百
姓　

書
状
到
来　

追
々
文
通

同　

加
東
郡
宗
匠
同
行

　

樗
庵
田
旭　
　
　

佐
一
左
衛
門　

百
姓 

｣

（
一ウ

）

丹
波
タ
キ
ノ
郡

　

武
菱　
　
　
　
　

百
姓

若
州
小
浜
御
家
人　
　

熊
川
町
出
役
人

　

止
観　
　
　
　
　
　
　

宮
川
善
右
衛
門　

御
同
心　

申
六
月
文
通　

返
書

到
来

出
羽　
　
　
　
　
　

進
藤
源
泉　

つ
く
し
ニ
罷
下
り
申
四
月
十
九
日
殿
峯
添

書
ニ
而

　

冬
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

此
方
へ
参
ル　

三
十
歳
斗
之
惣
髪
帯
刀
也　

第
一
詩
哥
人
ニ
而
誹
も
少
し
い
た
す

京　

は
せ
を
堂

　

蒼
虬　
　
　
　
　

申
夏
日
之
□
便　

文
通　

返
書
到
来
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一
〇

大
坂　

黄
花
庵

　

升
六　
　
　
　
　

申
初
夏
日
之
□
便　

文
通　

返
書
到
来

若
狹

　

蟻
行　
　
　
　
　

熊
川
の
町
家　

嶋
屋
勘
左
衛
門　

申
秋
書
翰
参
ル
返
事

遣
し
候

大
坂

　

月
居 

」（
二オ

）

　

定貞

雅

　

芳
中

　

万
和

　

月
孤

古
八
千
坊

　

木
僊

今
八
千
坊

　

屋
羽

大
坂

　

井
眉 

｣

（
二ウ

）

サ
ヌ
キ

　

隠
翠

京
　

雪
雄

仙
台

　

乙
二

越
後
長
岡
ノ

　

幽
嘯

仙
台

　

雄
淵

同
　

巣
居

下
関
ノ

　

平
角 

｣

（
三オ

）

阿
波
勝
浦
郡
小
松
嶋

　

芝
山
坊　
　
　
　

石
丸
公
禎　
　
　
　

亥
九
月
参
ル

江
戸　

神
明
前

　

芝
山　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

子
二
月
書
翰
到
来

下
関

　

蘿
風　
　
　
　
　

油
屋
仁
右
衛
門　
　

亥
の
年
書
翰
到
来

伯
州
榎
大
谷
村

　

牧
牛　
　
　
　
　

牧
野
吉
三
郎　
　
　

出
会

肥
前
漢（

マ
マ
）
津

　

古
宵
房　
　
　
　

文
化
十
三
子
ノ
秋
日
々
庵
テ
一
会　

半
歌
仙

江
州
さ
め
か
い
の
大
家

　

嵐
角　
　
　
　
　

小
野
田
孫
右
衛
門

長
府

　

再
馬　
　
　
　
　

梶
山
小
十
郎　

桜
庵
と
号
ス

同
　

伍
立
坊　
　
　
　

品
川
又
右
衛
門 

｣

（
三
ウ 

・
終

）
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一
一

〈
付
記
〉

　

本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
手
錢
家
の
皆
様
に
は
特
段
の
お
世
話
に
与
り
ま

し
た
。
ま
た
、
手
錢
記
念
館
の
佐
々
木
杏
里
様
に
は
、
細
部
に
わ
た
り
懇
切

な
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
稿
は
、
山
陰
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
山
陰
地
域
文
学
関
係
資
料
の
研
究
」

（
二
〇
一
六
〜
二
〇
一
八
年
度
、
代
表
・
野
本
瑠
美
）、
国
文
学
研
究
資
料
館

基
幹
研
究
「
近
世
に
お
け
る
蔵
書
形
成
と
文
学
享
受
」（
代
表
・
大
高
洋
司
）、

科
学
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
））「「
人
を
結
び
つ
け
る
文
化
」
と
し
て
の

俳
諧
研
究
」（
研
究
課
題
番
号
二
六
三
七
〇
二
五
九
、
代
表
・
伊
藤
善
隆
）
の

研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

　

な
お
、
本
稿
は
、
拙
稿
「
季
硯
句
集
『
松
葉
日
記
』̶

手
錢
記
念
館
所
蔵

俳
諧
資
料
（
一
）̶

」（『
山
陰
研
究
』
第
六
号
、二
〇
一
三
年
一
二
月
）、同
「
翻

刻
・
手
錢
記
念
館
所
蔵
俳
諧
伝
書
（
一
）̶
手
錢
記
念
館
所
蔵
俳
諧
資
料
（
二
）

̶

」（『
湘
北
紀
要
』
三
五
号
、
二
〇
一
四
年
三
月
）、
同
「
百
蘿
追
善
集
『
あ

き
の
せ
み
』̶

手
錢
記
念
館
所
蔵
俳
諧
資
料
（
三
）̶
」（『
山
陰
研
究
』
第

七
号
、二
〇
一
四
年
一
二
月
）、同
「
翻
刻
・
手
錢
記
念
館
所
蔵
俳
諧
伝
書
（
二
）

̶

手
錢
記
念
館
所
蔵
俳
諧
資
料
（
四
）̶

」（『
湘
北
紀
要
』
三
六
号
、

二
〇
一
五
年
三
月
）、
同
「
衝
冠
斎
有
秀
追
善
集
『
追
善
華
罌
粟
』̶
手
錢
記

念
館
所
蔵
俳
諧
資
料
（
五
）̶

」（『
山
陰
研
究
』
第
八
号
、
二
〇
一
五
年

一
二
月
）、
同
「
翻
刻
・
手
錢
記
念
館
所
蔵
俳
諧
伝
書
（
三
）̶

手
錢
記
念
館

所
蔵
俳
諧
資
料
（
六
）̶

」（『
湘
北
紀
要
』
三
七
号
、
二
〇
一
六
年
三
月
）、

同
「
椎
の
本
花
叔
編
『
椎
の
も
と
』̶

手
錢
記
念
館
所
蔵
俳
諧
資
料
（
七
）̶

」

（『
山
陰
研
究
』
第
九
号
、
二
〇
一
六
年
一
二
月
）、
同
「
翻
刻
・
手
錢
記
念
館

所
蔵
俳
諧
伝
書
（
四
）̶

手
錢
記
念
館
所
蔵
俳
諧
資
料
（
八
）̶

」（『
湘
北

紀
要
』
三
八
号
、
二
〇
一
七
年
三
月
）、
同
「
百
蘿
俳
文
集
『
さ
り
つ
文
集
』

̶

手
錢
記
念
館
所
蔵
俳
諧
資
料
（
九
）̶

」（『
山
陰
研
究
』
第
十
号
、

二
〇
一
七
年
一
二
月
）、
に
続
く
研
究
成
果
で
あ
る
。

〈
参
考
図
版
〉

１
．『
深
秘
十
八
体
』
表
紙

２
．『
深
秘
十
八
体
』
一
オ
（
巻
頭
）
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一
二

３
．『
深
秘
十
八
体
』
二
ウ
・
三
オ

４
．『
深
秘
十
八
体
』
十
四
オ

５
．『
深
秘
十
八
体
』
十
四
ウ
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一
三

６
．『〔
備
忘
録
〕』
表
紙

７
．「
諸
国
俳
人
名
寄
」
一
オ
（
冒
頭
）

８
．「
諸
国
俳
人
名
寄
」
一
ウ
・
二
オ
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一
四

９
．「
諸
国
俳
人
名
寄
」
二
ウ
・
三
オ

10
．「
諸
国
俳
人
名
寄
」
三
ウ
（
巻
末
）


